Hi, friends! 2   Lesson 8　3/4時
　　目標　　就きたい職業について，尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむ。
　　準備物　　リアクションのスキルカード（目線　声の大きさ　表情　ジェスチャー　うなずき　I see. 
Really?　Me, too.  That’s nice.  That’s too bad.）　タイマー　スケジュール　
スポーツの絵カード（play tennis，play table tennis，play badminton） 職業の絵カード　
果物の絵カード（apple，strawberry，pineapple，orange）　ふりかえりカード　
発表シート　Hi, friends! 2デジタル教材
　　展開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※C：Let’s Chant　A：Activity　P：Let’s Play
	過程
	児童の活動
	指導者の活動
	●指導上の留意点　◎評価
☆リアクションのスキルに関する留意点

	挨拶
５分
	挨拶をする。
・指導者の挨拶に答える。　
　I’m ….
・あいづちをリピートする。
・リアクションのスキルを使ってやりとりをする。
・Hello. How are you?
I’m ….
Can you …?
（play tennis ，play table tennis， 
play badminton）
Yes, I can. ／No, I can’t. 
授業のスケジュールを知る。
	・全員に向けて挨拶をする。
　Hello. How are you?
　リアクションのスキル
・リアクションのスキルを提示する。
・あいづちをリピートさせる。
・歩き回って相手を探させ，３人　と挨拶をさせる。
・授業のスケジュールを示す。
	☆リアクションのスキルを利　用することに気付かせる。
☆リアクションのスキルを使えている児童をほめる。


	 ウォーミングアップ　グループアプローチ
ウォーミングアップ活動 SHAPE  \* MERGEFORMAT 


分
分
	「なんでもバスケット」をする。
・いすを持って教室の空いたところに移動し円になって座る。
・表現をリピートする。
・「果物バスケット」をする。
・全員で“What do you like?”と尋ねる。オニは４つの果物の中から選び，“I like ….”と答える。同じ果物が好きな人が立ち上がり中央の輪に足をつき，別の席に座る。
・「なんでもバスケット」をする。
全員で“What do you like?”と尋ねる。オニはなんでも好きなものを，“I like ….”と答える。同じものが好きな人が立ち上がり中央の輪に足をつき移動する。
・ふりかえりカードを記入する。
	・「なんでもバスケット」の仕方を説明する。
フルーツバスケット想起させながら説明をする。
・表現をリピートさせる。
　What do you like?
　I like ….
・指導者がオニとなり，例を示す。
・オニが言ったものと同じものが　好きな人を移動させる。
・活動を通して感じたことを振り返らせる。
・活動のまとめをする。
	●果物の絵カードから好きな果物を選び“I like ….”と言わせる。
☆リアクションのスキルを使えている児童をほめる。（同じ人は“Me, too. ”と言いながら移動する。同じでない人は，Really?などと反応を返す。）


	展開
25
分
	めあての確認をする。

【C】“What do you want to be?”
・音声教材を聞きながら言う。
「ステレオゲーム」をする。
・代表児童は職業のカードを引く。
・代表児童以外の児童は，“What do　 you want to be?”と尋ねる。
・代表児童は引いたカードの職業を一斉に“I want to be a ･･･.”と答える。
・代表児童以外の児童は，代表児童が言った職業を当てる。
【A】３人の夢を知ろう
・３人の夢を予想する。
・聞き取った答えを誌面に書く。
【P】友だちに夢をインタビュー
・出会った友だちに就きたい職業についてインタビューをさせ，名前と夢を誌面に書かせる。

	・めあてを示す。
・音声を聞かせながら一緒に言わ
せる。
①指導者：質問，児童：答えのパート（ゆっくり）
②指導者：答え，児童：質問のパート（ゆっくり）
③指導者：答え，児童：質問のパート（ふつう）
・「ステレオゲーム」の仕方を説明する。
・２～３人ずつ言わせる。
・３人の子どもたちの夢を推測さ　せてから音声教材を聞かせる。
・分かったことを空欄に書かせる。
・インタビューの仕方を説明する。
・次時に自分の夢宣言をすること　を告げる。

	●教師が質問のパートや答えのパートを言う。
☆代表児童には声の大きさ，聞いている児童には耳を澄まして聞くことが大切だということに気付かせる。
☆指導者が３人の子どもの夢を聞いてリアクションを返すモデルを示す。
●最終の時間には自分も発表することを意識させる。
◎就きたい職業について尋ねたり答えたりしている。【慣れ親しみ】（行動観察　誌面点検）

	まとめ
・
挨
拶
５分
	振り返りをする。
・ふりかえりカードに記入する。

	・ふりかえりカードに記入させる。
・児童の英語を使おうとする態度　などでよかったところをほめる。
	●就きたい職業について尋ねたり答えたりすることができたかを振り返らせる。
☆どのようなリアクションのスキルを使うことができたかを振り返らせる。

	
	挨拶をする。
・See you.
	・発表活動の準備をしてくるよう　に伝える。
・挨拶をする。
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自分と同じものが好きな人を知ろう。





つきたい職業についてたずねたり答えたりしよう。








